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体験教育旅行で川とたわむれる�
子どもたちの笑顔を見ると�

迎え入れる人たちも�
自然に笑顔になる�

出会いがあり、思いが生まれる�
（関連記事4ページ）�

飯田市の人口（6/1現在）■人口＝106,409人（前月比＋28）男51,073人女55,336人  ■世帯＝35,362戸（前月比＋37）�

［特集］�
●ともに歩んで30周年 飯田文化会館�
�



年の歩み�

飯
田
文
化
会
館
は
、
市
民
文
化
の
向
上
と
福
祉
の

増
進
を
目
的
に
昭
和
47
年
4
月
29
日
に
開
館
し
て
か

ら
本
年
で
30
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。�

昭
和
63
年
に
は
、
人
形
劇
カ
ー
ニ
バ
ル
10
周
年
を

記
念
し
て
人
形
劇
場
を
併
設
し
、
そ
れ
ま
で
の
貸
し

館
の
み
の
サ
ー
ビ
ス
か
ら
舞
台
芸
術
に
関
す
る
自
主

事
業
を
行
う
、
い
わ
ゆ
る
事
業
館
と
し
て
の
機
能
を

も
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
以
降
、
文
字
通
り
飯
田

下
伊
那
の
文
化
の
殿
堂
と
し
て
、
年
間
19
万
人
余
の

利
用
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。�

そ
し
て
飯
田
文
化
会
館
運
営
の
最
大
の
特
徴
は
、
自

主
事
業
を
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
企
画
実
施
し
て

い
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。�

今
年
で
通
算
24
回
目
を
迎
え
る
わ
が
国
最
大
の
人
形

劇
の
祭
典
「
い
い
だ
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
」
を
は
じ
め
、

外
国
の
著
名
な
音
楽
家
を
講
師
に
迎
え
て
行
わ
れ
る
ク

ラ
シ
ッ
ク
の
セ
ミ
ナ
ー
「
ア
フ
ィ
ニ
ス
夏
の
音
楽
祭
」
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
日
頃
の
活
動
の
発
表
と
交
流
の
場
と

な
る
「
伊
那
谷
文
化
芸
術
祭
」
や
、
音
楽
・
演
劇
・
人

形
劇
・
寄
席
芸
能
な
ど
の
多
彩
な
企
画
の
「
舞
台
芸
術

鑑
賞
事
業
」
な
ど
、
多
く
の
市
民
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
活
動
し
て
い
ま
す
。�
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ジ
ェ
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が
活
動
し
て
い
ま
す
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飯田文化会館竣工�

人形劇カーニバル　スタート�

第1回　伊那谷文化芸術祭�

飯田人形劇場竣工�
(人形劇カーニバル10周年記念)

アフィニスセミナー　スタート�

いいだ人形劇フェスタ　スタート�

市民構成劇創作事業�
「かざこし姫となかまたち」公演�

演劇宿公演「翔ぶ!金田千鶴の物語」�

施設を貸し出す「貸
し館」のみのサー
ビスから、自主事
業を企画・実施す
る、「事業館」に移行。�



施設のリフレッシュ工事のため、来年1月中旬から3月上旬の間、
文化会館の一部施設がご利用いただけません。ご迷惑をおか
けしますが、ご理解ご協力をお願いします。�

文
化
創
造
の
支
援
を�

本年は、開館30周年を記念して、例年以上に自
主事業を充実します。ご期待ください。�

文化会館改修工事にご理解を� 　　　  ★お守りください！ホール客席の6つのマナー�

○ビデオや写真撮影はしない。○携帯電話の電源は切る。�

○客席での飲食、喫煙はしない。○酩酊状態で鑑賞しない。�

○開演中は席を立たない。○感動したらたくさんの拍手を。�

音楽の都プラハが世界に誇るオーケストラ「プラハ
交響楽団」、待望の飯田公演。�
指揮ズデニェク・マーカル、チェロに長谷川陽子を
迎えてのニューイヤーコンサート。�
プログラムは、スメタナ「わが祖国」、ドヴォルザー
ク「新世界より」
ほかが予定されて
います。�

人気、実力ともに日本を代表
するピアニストとして注目を
集めつづけている仲道郁代
のピアノ・ソロ・リサイタルです。
今回はモーツァルト「ピアノ･
ソナタ 第8番 イ短調」、ドビ
ュッシー「2つのアラベスク」、
ショパン「バラード」「ポロネ

ーズ」など
を演奏し
ます。チケ
ットは7月
下旬から
発売。�

月�

月�

月�

月�

月�

月�

月�

月�

月�

飯
田
文
化
会
館
が
事
業
館
に

生
ま
れ
変
わ
っ
た
頃
か
ら
、
市

民
に
よ
る
様
々
な
舞
台
芸
術
の

創
造
活
動
が
活
発
に
繰
り
広
げ

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。�

そ
の
一
つ
は
市
民
構
成
劇
創

作
事
業
「
か
ざ
こ
し
姫
と
な
か

ま
た
ち
」
で
し
た
。
そ
こ
か
ら

生
ま
れ
た
「
演
劇
宿
」
は
着
実

に
活
動
を
続
け
、
本
年
2
月
に

は
泰
阜
村
と
も
提
携
し
て
、
「
金

田
千
鶴
の
物
語
」
を
公
演
し
て

い
ま
す
。�

一
方
、
平
成
元
年
「
飯
田
少

年
少
女
合
唱
団
」
が
、
平
成
5

年
に
は
待
望
の
市
民
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
「
飯
田
交
響
楽
団
」
が
発

足
、
そ
し
て
平
成
6
年
に
は
県

下
最
大
五
百
人
規
模
に
よ
る
「
童

謡
・
唱
歌
を
う
た
う
会
」
が
誕

生
す
る
な
ど
、
活
発
な
活
動
を

続
け
て
い
ま
す
。�

こ
の
よ
う
に
、
プ
ロ
に
よ
る

公
演
を
鑑
賞
し
て
い
た
だ
く
事

業
と
併
せ
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

文
化
創
造
を
積
極
的
に
支
援
す

る
こ
と
は
、
文
化
会
館
の
重
要

な
役
割
の
一
つ
で
す
。�

■問合せ　飯田文化会館　1（23）3552

7日�
いいだ人形劇フェスタ2002　プレフェスタ�
猛烈トホホ団「マリオネットだドンジャラホイ！」�

麻績の里�
交流センター�

1～4日�

13～20日�第14回�アフィニス夏の音楽祭�
13日　仲道郁代ピアノリサイタル�
22日　コンサート　ア・ラ・カルト�

　6日　人形劇/ITOプロジェクト「伏魔殿トラウマ退治」�

18日　第8回萩元晴彦ホームタウンコンサートIN飯田�
　　　　出演：上海クァルテット�

20日　人形劇/人形劇団むすび座公演�

20日　浜松市との交流事業�

4～24日　第16回伊那谷文化芸術祭�

下旬　おいでなんしょ寄席�

8日　ＮＨＫ　ＢＳジュニアのど自慢�
15日　コンサート　ア・ラ・カルト�
23日　クリスマス人形劇/人形劇団　京芸�
　　　　　　　「ちいさくなったパパ」�
未定　ニューミュージック�

17日　プラハ交響楽団公演�

上旬　糸操り人形劇/人形劇団 ひとみ座公演�

下旬　春休み人形劇まつり�

麻績の里�
交流センター�

飯田人形劇場�

飯田人形劇場�

シルクホテル�

飯田市公民館�

浜松市のジュニア
オーケストラ、合唱
団と飯田市の少年
少女合唱団等との
交流演奏会�

昨
年
末
、
我
が
国
初
め

て
の
文
化
に
関
す
る
包
括

的
な
法
律
と
し
て
、
「
文

化
芸
術
振
興
基
本
法
」
が

成
立
し
ま
し
た
。�

こ
の
法
律
が
で
き
た
こ

と
は
、
今
ま
で
個
人
の
趣

味
の
範
囲
で
語
ら
れ
て
き

た
芸
術
文
化
活
動
が
、
公

共
的
な
財
産
と
し
て
の
意

味
を
持
っ
て
我
が
国
に
位

置
付
こ
う
と
し
て
い
る
現

れ
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。�

心
の
豊
か
さ
が
求
め
ら

れ
て
い
る
今
日
、
文
化
芸

術
は
市
民
誰
に
も
潤
い
を

与
え
、
活
力
あ
る
社
会
づ

く
り
に
果
た
す
役
割
は
大

き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。�

飯
田
文
化
会
館
は
こ
れ

か
ら
も
引
き
続
き
、
市
民

ス
タ
ッ
フ
と
協
働
し
て
舞

台
芸
術
鑑
賞
事
業
を
企
画

実
施
し
、
ま
た
市
民
の
皆

さ
ん
の
文
化
創
造
活
動
を

支
援
し
て
い
き
ま
す
。�

ともに歩んで30周年　飯田文化会館�

平成14年度の事業計画�

飯田人形劇場�

ずーっと、ずーっと、
たまごのままでいたい
と思っている、おにい
ちゃん。�
ところが、ある日、お
にいちゃんの�
たまごに、ひびが…�

「どうして、おとなは遊べないの?」
息子の質問に、パパは考えた。そ
して、流れ星に願いをかけた。「私を子
どものときのようにしてください」�

心
豊
か
な�

　
社
会
づ
く
り
を�

　
　
　
　
目
指
し
て�

飯田人形劇場�



　6月15日、松尾の上溝古墳群内の一

つ、11号古墳で現地見学会が行われま

した。この古墳は、横穴式石室をもつ円

墳で、6世紀後半から8世紀まで墓として

使用されたものと推測されます。副葬品

として装飾付き太刀が出土し、身分の

高い人の墓であった可能性も伺えま

す。飯田・下伊那地方の古代の姿を知

る大切な手がかりが、また一つ見つかり

ました。�

　5月から6月の間に、102校約2万人が

訪れました。ラフティング、カヌー、渓流

釣りなど体験メニューは100を数えます。�

　千代のよこね田んぼでは、大勢の地

元の皆さんと一緒に、泥んこになりなが

ら田植え作業を行っていました。�

　伊賀良公民館で行った陶芸体験で

は、手に全神経を集中させながら、初め

ての自分の作品に熱中していました。�

　子どもたちの心には、どんな飯田市が

写ったのでしょう。�

体験・発見盛りだくさん�

副葬品が語りかける�
古代の「飯田」�

体験教育旅行�

上溝11号古墳調査�



　5月31日追手町小学校で、市美術博

物館顧問で横浜国立大学名誉教授の

長谷川善和先生が、化石教室を開きま

した。先生は千代出身で古脊椎動物学

の世界的権威、最近はテレビ番組でも

おなじみです。ナウマンゾウなどの貴重

な化石標本を手に、「ゾウはどうやって日

本に来たのか」「牙は人間ではどの歯に

あたるか」と、太古のゾウの繁栄、絶滅、

進化の不思議をやさしく説明。子どもた

ちの目はまさに釘付けでした。�

　6月19日、第１回セミナー（全10講座）を鼎公民館

にて開催しました。3人の子育てをしながら、ラジオ番

組でも活躍している池戸恭子さんの話に、参加者の皆

さんが、うなずきながら聞き入る姿が印象的でした。�

　5月20日飯田広域消防本部訓練場。国から貸与を

受けた陽圧式防護服など対策資機材を用い、通信情

報、指揮、救助、救急、除染などの各訓練を行いました。

訓練とはいえ、緊迫した空気が漂いました。�

生物・化学テロ災害に備えて�

消防本部合同訓練実施�
レディスセミナー 2002�

輝きの増した人生を�

長谷川先生迎え化石教室�

古代ゾウの歩んだ道�



「
胃
が
痛
い
。」
と
い
う
訴
え

は
、
医
療
機
関
を
受
診
す
る
多

く
の
患
者
さ
ん
に
み
ら
れ
る
症

状
で
す
。�

「
胃
の
痛
み
」
は
、
実
際
に
は

心
窩
部
（
み
ぞ
お
ち
）
に
生
じ

る
痛
み
を
意
味
し
て
い
る
わ
け

で
す
が
、
こ
の
場
所
に
は
胃
や

十
二
指
腸
以
外
に
も
肝
臓
・
胆

嚢
・
膵
臓
な
ど
多
く
の
臓
器
が

あ
り
ま
す
。�

そ
の
た
め
、「
胃
の
検
査
で
異

常
が
な
い
と
言
わ
れ
た
の
に
、

痛
み
が
な
か
な
か
よ
く
な
ら
な

い
。」
あ
る
い
は
、「
徐
々
に
症

状
が
悪
く
な
っ
て
く
る
。」
と
い

っ
た
患
者
さ
ん
の
中
に
は
、
胆

石
や
膵
臓
が
ん
な
ど
と
い
っ
た

胆
嚢
や
膵
臓
の
病
気
を
患
っ
て

い
る
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。�

そ
れ
で
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

で
し
ょ
う
か
？�

胃
カ
メ
ラ
や
レ
ン
ト
ゲ
ン
検

査
で
胃
や
十
二
指
腸
に
異
常
が

認
め
ら
れ
な
か
っ
た
時
に
は
、

血
液
検
査
に
加
え
て
、「
超
音
波

検
査
」
に
よ
る
肝
臓
・
胆
嚢
・
膵

臓
な
ど
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を

お
勧
め
し
ま
す
。�

血
液
検
査
が
臓
器
の
機
能
異

常
（
肝
炎
や
膵
臓
炎
な
ど
）
を

み
る
の
に
対
し
て
、「
超
音
波
検

査
」
は
結
石
や
腫
瘍
と
い
っ
た

病
変
の
診
断
を
す
る
検
査
で
す
。�

検
査
は
、
ゼ
リ
ー
を
腹
壁
に

塗
布
し
て
か
ら
プ
ロ
ー
ブ
と
い

う
道
具
を
あ
て
な
が
ら
肝
臓
・

胆
嚢
・
膵
臓
な
ど
を
観
察
す
る

た
め
、
胃
カ
メ
ラ
と
異
な
り
痛

み
や
苦
痛
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
。�

最
近
で
は
、
病
院
以
外
の
医

療
機
関
や
検
診
な
ど
で
も
容
易

に
検
査
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
思
い
当

た
る
方
は
ぜ
ひ
受
け
て
み
て
く

だ
さ
い
。�

市立病院  消化器科�
岡庭  信 司  医師�

胃
の
痛
み�

現
代
版�

現
代
版�

た
ん�

の
う�

す
い�

ぞ
う�

　市では飯田中央保育園に委託して「地域子育て支

援センター」事業を実施しています。この事業は、

子育てに関する不安や悩みに対する相談をはじめと

して、子育てサークルの育成や、施設開放による親

子交流を行ったりするものです。センターでは専門

の指導員３人が電話相談や直接面談、サークル活動

指導、各地区で開催される育児サークルなどへの巡

回指導など、東奔西走しています。�

　育良町にある同園の関連施設では、毎週月・木曜

日の午前中を開放して、親子の子育て広場、遊びの

広場などを実施して大勢の親子の交流を行っています。�

　参加したＡさん（31才）は、「子どもと２人だけ

で家にいると、行動の一つ一つが気になってイライ

ラして、つい子供につらくあたってしまうことがあ

った。ここはとても入りやすくて、子どもはボール

プールで大喜び、親の私はいろいろな人たちと知り

合うことができ、いろいろな相談もできて気分転換

になっています。」と話していました。�

　子育てで不安や悩みをお持ちの方、一人で悩まず

にぜひ声をかけてみてください。�

飯田中央保育園�

地域子育て支援センター�施設の紹介�

■問合せ　地域子育て支援センター（飯田中央保育園）�
　　　　　　　　　　　　　　　 1（22）4133



将来なりたいもの�
北原　綾さん（上郷小6年）�

細田川せせらぎ愛護会�

　上久堅の地区内を流れている玉川の支流細田川は、ホタルが舞
い地域住民に親しまれてきた川でした。また、上久堅保育園のすぐ
後ろを流れる川のため、園児の遊び場にもなっています。しかし、家
庭排水や農薬の影響を受けて、ホタルの数も減ってしまいました。�
　平成6年に風張地区47軒で、細田川を昔のような親しみのある
川に戻そうと「細田川せせらぎ愛護会」を設立しました。�
　毎年5月には、園児と一緒にアマゴの稚魚の放流を行っていま

す。子どもたちにとって、川と親しんだり、
川を汚さないような心をはぐくむのに役立
っていると思います。�
　以前、保育園で散歩をしたときに、園
児が下流で成長したアマゴを見つけ、
「自分たちが放したから、取っちゃいけな
いんだ」と話していたそうです。�
　また、5月、7月、11月には空き缶、ビニ
ールなどのごみ拾いも実施しています。�

― 連絡先　大平信治（29）7333

早くも10年経過�

　下久堅大原に住む、りんごづくりに励
む女性で、楽しく働ける仲間づくりをしよ
うと平成5年に結成しました。�
　それからりんごに付加価値をつけて販
売しようと日夜活動を始めました。�
　最初にできたのが、りんごをジュースで
まとめたゼリー「アップリン」でした。次に
仲間の溜まり場、兼加工場も、平成13年
にムトスの助成を受け、新たな場所で免
許を取り直し、整備しました。作業を再開
し、りんご入り「パウンドケーキ」「マドレー
ヌ」など、いろいろな菓子をつくり、下久
堅の各事業所で販売していただいており
ます。昼間は各自忙しく働き、ほとんどの
作業は夜に分担で行っています。�
　視野を広めるため、平成10年に貯め
たお金でニュージーランドへ海外視察に

行ってきました。�
　一人の力は小さいけれど、仲間の力は
大きく、良い結果となっていると思いま
す。大原団地も高齢化が進む中、新し
い農業のあり方を目指して、ワーキングホ
リデーや都会の学生の受け入れ、民泊な
どで交流を深め、楽しみながらりんごづく
りができることを願っています。�

大原さわやかグループ　岡島喜子 さん�

日ごろ感じていること、市政に対するご意見・ご質問、�
「広報いいだ」の感想など、広報広聴係までお寄せください。�

�

おおだいらしん　じ�

おか じまよし　こ�

きたはら� りょう�



環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を�

派
遣
し
ま
す�

成
人
式
は
�

来
年
１
月
１２
日
開
催
�

　
市
で
は
、
環
境
に
関
す
る
専

門
的
な
知
識
や
経
験
を
持
ち
、

そ
の
説
明
や
指
導
な
ど
が
で
き

る
人
を
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

し
て
登
録
し
、
研
修
会
や
学
習

会
の
場
に
派
遣
を
し
て
い
ま
す
。�

▼
対
象
と
な
る
主
催
者
�

○
市
民
団
体
（
環
境
保
全
団
体
、

　
各
種
団
体
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
）�

○
事
業
者
�

　（
会
社
、
労
働
組
合
な
ど
）�

○
学
校
（
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
）�

▼
研
修
会
・
学
習
会
内
容
�

○
ご
み
の
削
減
・
リ
サ
イ
ク
ル
�

○
エ
コ
ラ
イ
フ
�

○
地
球
環
境
問
題
�

○
新
エ
ネ
ル
ギ
ー・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
�

○
自
然
・
緑
�

○
景
観
�

○
公
害
対
策
�

○
化
学
物
質
�

▼
申
込
方
法
�

　
電
話
に
て
、
開
催
し
た
い
研

　
修
会
・
学
習
会
の
日
時
、
内

　
容
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。�

▼
申
込
・
問
合
せ
�

　
環
境
保
全
課
　
計
画
指
導
係
�

　
内
線
５
２
４
６
・
５
２
４
９
�

　
今
年
度
の
成
人
式
は
、
地
区

単
位
ま
た
は
中
学
校
単
位
を
基

本
と
し
て
、
来
年
１
月
１２
日
a

に
開
催
し
ま
す
。�

　
市
で
は
、
よ
り
多
く
の
成
人

の
皆
さ
ん
に
参
加
い
た
だ
け
る

よ
う
、「
成
人
の
日
」
前
日
の
日

曜
日
に
開
催
し
ま
す
。�

▼
対
象
者
�

　
昭
和
５７
年
４
月
２
日
〜
５８
年

　
４
月
１
日
生
ま
れ
で
、
市
内

　
の
中
学
校
を
卒
業
、
ま
た
は

　
現
在
市
内
在
住
の
方
�

▼
内
容
　
地
区
ご
と
検
討
中
�

※
こ
の
成
人
式
を
、
自
分
た
ち

　
も
一
緒
に
作
り
上
げ
て
み
た

　
い
と
い
う
皆
さ
ん
を
募
集
し

　
て
い
ま
す
。
２０
歳
の
記
念
に
、

　
思
い
出
に
残
る
活
動
を
一
緒

　
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
詳
し

　
く
は
居
住
（
出
身
）
地
区
の

　
公
民
館
ま
で
、
お
問
い
合
わ

　
せ
く
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ
　
飯
田
市
公
民
館
　

　
1（
２
２
）
１
１
３
２
�

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ�

宝
く
じ
発
売�

　
市
町
村
振
興
宝
く
じ
（
サ
マ

ー
ジ
ャ
ン
ボ
）
の
収
益
金
は
、

全
国
の
市
町
村
の
ま
ち
づ
く
り

に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。�

　
当
市
に
お
い
て
も
、
平
成
１３

年
度
防
災
ま
ち
づ
く
り
事
業
と

し
て
、
避
難
路
の
整
備
な
ど
に

１
億
円
の
融
資
を
低
利
で
受
け

ま
し
た
。�

▼
発
売
期
間�

　
７
月
２２
日
b
〜
８
月
９
日
f�

▼
抽
選
日
　
８
月
２０
日
c�

▼
賞
金
　
１
等
　
２
億
円�

　
　
　
　
２
等
　
１
億
円
ほ
か�

※
市
内
各
宝
く
じ
売
り
場
で
お

　
求
め
く
だ
さ
い�

▼
問
合
せ�

　
財
政
課
　
内
線
２
２
３
２�
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●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●�

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●�
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第　回飯田市�

■問合せ　生涯学習課　文化担当　内線4143

　本賞は、飯田市の目指す都市像が「人も自然も美しく輝くまち飯田、環境文化都市」としてい

ることから、『環境・文化』をテーマにしています。�

　本年度は、飯田市出身のスポーツ写真家・水谷章人さん、埼玉県のアマチュア写真家・田頭と

みいさん、そして飯田市出身の若手プロ写真家・南島絵里子さんがそれぞれ受賞されました。�

藤本四八写真文化賞　受賞者展覧会�藤本四八写真文化賞　受賞者展覧会�

展覧会場　美術博物館市民ギャラリー�
開催期間　7月16日（火）～21日（日）�
　　　　　午前9時30分～午後5時�

　　　　　（入館は午後4時30分まで）�

　　　　　最終日は午後3時まで�

　　　　　※入場無料です。�

受 賞 者　「推薦の部」写真文化賞・水谷章人�
　　　　　「応募の部」写真文化賞・田頭とみい�

　　　　　　　　　　奨励賞・南島絵里子�
水谷章人『SKI SCENE 1967－2000』より�



　
福
祉
医
療
給
付
制
度
は
、
毎

年
７
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
、

受
給
者
の
認
定
切
り
替
え
を
行

っ
て
い
ま
す
。（
所
得
制
限
の

あ
る
対
象
者
の
み
）�

　
対
象
の
方
は
お
早
め
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
対
象
者
・
所
得
要
件
�

　（
左
表
参
照
）�

○
平
成
１２
年
は
所
得
税
課
税
世

　
帯
で
、
平
成
１３
年
に
所
得
税

　
非
課
税
世
帯
に
な
ら
れ
た
方
�

○
有
効
期
限
が
６
月
３０
日
に
終

　
了
す
る
方
で
、
引
き
続
き
資

　
格
の
あ
る
方
�

▼
申
請
方
法
�

　
保
険
証
と
振
込
先
口
座
の
わ

　
か
る
も
の
を
持
参
し
、市
役

　
所
各
支
所
、り
ん
ご
庁
舎
、ま

　
た
は
各
担
当
課（
上
表
参
照
）

　
に
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ
　
保
健
課
　
医
療
給

　
付
係
　
内
線
５
５
２
５
�

福
祉
医
療
給
付
認
定
の�

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い�

　
福
祉
医
療
受
給
者
の
皆
さ
ん

は
、医
療
費
の
助
成
を
受
け
ら

れ
ま
す
の
で
、月
に
一
度
受
診

の
際
に
備
え
付
け
の
申
請
書
に

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。�

　
ま
た
、院
外
処
方
箋
を
出
し

て
い
る
医
療
機
関
の
場
合
は
、

薬
局
で
も
同
様
の
手
続
き
が
必

要
で
す
。�

▼
手
続
き
の
で
き
る
医
療
機
関
�

　
飯
田
、下
伊
那
郡
内
の
医
療

　
機
関（
薬
局
も
含
む
）�

▼
持
ち
物
�

　
福
祉
医
療
費
給
付
金
受
給
者

　
証
、保
険
証
�

▼
そ
の
他
�

　
高
額
療
養
費
に
該
当
し
た
場

　
合
な
ど
は
、市
役
所
各
支
所
、

　
り
ん
ご
庁
舎
ま
た
は
保
健
課

　
医
療
給
付
係
で
手
続
き
し
て

　
く
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ
　
保
健
課
　
医
療
給

　
付
係
　
内
線
５
５
２
５
�

　
現
在
、河
川
や
海
の
水
質
汚

染
が
進
ん
で
い
る
原
因
の
７０
％
が
、

家
庭
か
ら
出
る
生
活
排
水
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。�

　
水
環
境
を
守
る
た
め
に
も
、

公
共
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水

が
供
用
開
始
さ
れ
た
場
合
に
は
、

生
活
排
水
を
速
や
か
に
接
続
し

て
く
だ
さ
い
。�

　
特
に
く
み
取
り
便
所
の
水
洗

ト
イ
レ
へ
の
改
造
は
、供
用
開
始

後
３
年
以
内
に
行
う
こ
と
が
法

律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、排
水
設
備
工
事
は
専

門
知
識
と
高
い
技
術
を
持
っ
た「
飯

田
市
下
水
道
排
水
設
備
指
定
工

事
店
」で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。�

　
な
お
、公
共
下
水
道
等
が
利
用

で
き
な
い
場
合
に
は
、合
併
処
理

浄
化
槽
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ
�

　
下
水
道
課
　
内
線
５
２
８
９
�

福
祉
医
療
受
給
者
の�

皆
さ
ん
へ�

下
水
道
を�

利
用
し
ま
し
ょ
う�
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対 象 者 � 所 得 要 件 � 担当課�

66歳～69歳の方�

4歳～小学校入学前の幼児�

身体障害者手帳3級の外部障害者�

母子・父子家庭などに認定されている者�

所得税非課税世帯�

所得税非課税世帯�

所得税非課税者�

所得税非課税者�

保健課�

保健課�

福祉課�

児童課�

対象者・所得要件�

三
遠
南
信
通
信

三
遠
南
信
通
信�

三
遠
南
信
通
信

三
遠
南
信
通
信�

■問合せ�

ラ
グ
ー
ナ
蒲
郡
が
オ
ー
プ
ン�

遠
浅
で
波
の
穏
や
か
な
三
河

湾
に
は
、
キ
ャ
ン
プ
場
が
併
設

さ
れ
た
り
、
夏
季
の
み
船
で
渡

る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
多
く
の

海
水
浴
場
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ

遊
び
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。�

「
茶
臼
山 

高
原
の
美
術
館
」
は
、

今
年
4
月
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

日
本
の
風
景
を
撮
り
続
け
た
写
真

家
前
田
真
三
さ
ん
の
奥
三
河
の
作

品
約
30
点
を
常
設
展
示
し
て
い
ま

す
。
ま
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で
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た
ち
が
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デ
ル
の
写
真
展
で
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、
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、
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海
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冒
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と
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い
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ぱ
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ク

テ
ー
マ
パ
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ラ
グ
ナ
シ
ア
」

「
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5
月
に
は
、

月
に
は
、「
ラ
グ
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ナ
　
フ
ェ
ス

「
ラ
グ
ー
ナ
　
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
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テ
ィ
バ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
が
オ
ー

が
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。

プ
ン
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
一
度
、

ぜ
ひ
一
度
、
遊

び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

び
に
来
て
く
だ
さ
い
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ラ
グ
ー
ナ
蒲
郡
は
、
海
で
遊
ぶ
、

憩
う
、
暮
ら
す
を
テ
ー
マ
に
し
た

シ
ー
サ
イ
ド
タ
ウ
ン
で
す
。
「
ラ
グ

ナ
マ
リ
ー
ナ
」
に
加
え
、
4
月
に
は
、

冒
険
と
伝
説
が
い
っ
ぱ
い
の
海
の

テ
ー
マ
パ
ー
ク
「
ラ
グ
ナ
シ
ア
」
、

5
月
に
は
、「
ラ
グ
ー
ナ
　
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
が
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
一
度
、
遊

び
に
来
て
く
だ
さ
い
。�

（
蒲
郡
市
）�

茶
臼
山
高
原
の
美
術
館（
豊
根
村
）�

海
水
浴

海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
到
来
到
来�

海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
到
来�

海水浴場名� 問合せ先�

三河地方の海水浴場と問合せ先�

西浦温泉海水浴場 西浦観光協会　10533（57）2195

三谷温泉観光協会　�
　　　　　　　10533（68）4744

仁崎観光開発組合　�
　　　　　　　10531（25）0276

白谷海水浴場管理委員会　�
　　　　　　　10531（22）7300

渥美町観光協会　�
　　　　　　　10531（33）1616

三河大島海水浴場�

仁 崎 海 水 浴 場 �

白 谷 海 水 浴 場 �

伊良湖海水浴場�

宇津江海水浴場�

◆茶臼山高原協会　　　　　　　　　　　105368(7)2345�
◆ラグーナ蒲郡インフォメーションセンター　10533(58)2700
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■財　政�
１ 市の財政事情について�
２ 地方財政の仕組みついて�
■女　性�
３ 男女共同参画社会をめざして�
■税　務�
４ やさしい税金の話�
■交　通�
５ 交通安全教室�
■市　政�
６ 飯田市基本構想基本計画�
７ 天竜峡エコバレープロジェクト�
８「２１世紀の国土のグランドデザイン」と
　 これからの土地利用�
９ 三遠南信地域広域連携�
10 今後の地域づくりと市町村合併�
11 地域情報化について�
12 リニア中央エクスプレスと�
　 飯田駅設置の実現�
■保　健�
13 脳卒中予防教室�
14 がん予防教室�
15 骨粗しょう症予防教室�
16 痴呆予防教室�
17 栄養指導�
■福　祉�
18 飯田市の高齢者福祉サービスについて�
19 介護保険制度について�
20 暮らしに安心　国民年金�
■水　道�
21 上・下水道料金の仕組み�
22 安全な水が家庭へ届くまで�
23 皆水洗化について�
24 下水をやさしく使いましょう�
■環　境�
25 ごみ・リサイクル講座�

26 飯田市環境計画について�
27 エコ・ライフのすすめ�
28 地球環境問題と私たちの関わり�
29 ダイオキシンと環境ホルモン �
30 飯田市役所におけるISO14001の取り組み�
31 新エネルギーについて�
■農　林�
32 しいたけのつくり方講座�
33 自然観察をしながらのトレッキング�
34 里山講座　森林空間事業説明と楽しみ方�
35 まつたけ発生環境講座�
■観　光�
36 体験教育旅行誘致事業はなぜ伸びているか�
37 感動体験で教育を変える�
38 旅行市場の動向と地域戦略�
■建　設�
39 都市計画のはなし�
　 より快適な生活環境をつくっていくために�
40 平成記念かざこし子どもの森公園について�
41 住まいと木の恵み�
■教　育�
42 家庭教育のあり方�
43 食事と健康�
44 青少年健全育成事業の取り組み�
45 ニュースポーツ講習会�
46 体力測定会�
47 総合型地域スポーツクラブについて�
48 おたのしみ会　紙芝居と本の読み聞かせ�
49 幼児と母親のための読書会�
50 読み聞かせの会�
51 子どもの本についての勉強会�
52 子どもお話の会�
■選　挙�
53 明るい選挙について�
■消　防�
54 防火講話　地震、火災時の消火、避難について等�
55 応急手当普及講習会�

■申込先、問い合わせ先�

〒395-0002　飯田市上郷飯沼3145�

飯田市教育委員会 生涯学習課 生涯学習振興係�

1（53）4545　FAX（23）8996

希望の講座を選んでください�

学びあい講座メニュー�

申し込む�

※メニュー以外の講座希望については、教育委員会生涯学習課までご相談ください。�



学びあい講座について　申込ができるのは　申込方法は　講師への費用　お願い�

学びあい講座を紹介します�
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■生涯学習まちづくり学びあい講座とは…�
　市民の皆さんの元に市職員が出向き、市の業務などについて説明します。�

　知りたいこと、聞きたいことを講座にあるメニューの中から選んでリクエス

トしてください。行政の取り組み、情報や専門知識を生かしたお話をお届けし

ます。�

　さらに、情報交換を行い学びあう場を通して、「まちづくり」や「なかまづくり」

を応援するシステムです。�

■申込みができるのは…�

■講師への費用は…�

■開催日時と場所は…�

■申込み方法は…�

　市内に居住しているか、勤務または通学して
いる１０人以上の方で構成された団体及びグルー
プです。地区の団体・グループ、公民館、会社、
学校（教材）、ＰＴＡ、婦人会、高齢者クラブ、
各種サークル等の団体でぜひご利用ください。�

　講師料は無料です。ただし、講座によっては
材料費など実費が必要な場合があります。�

■申込みや利用をお断りする場合があります…�

■利用にあたってのお願い…�

　公の秩序を乱し、または善良な風俗を阻害す
　るおそれのある場合。�
　政治、宗教または営利を目的として行うおそれ
　のある場合。�
　学びあい講座の趣旨に反すると認められた場合。�

　学習活動のために講師として職員が出向く制
度ですので、学習を深めるための質疑や意見交
換は構いませんが、陳情、要望、苦情処理を扱
う場ではありませんので、ご協力をお願いします。�

　原則として、午前１０時から午後９時までの間で、
概ね２時間以内です。平日開催が原則ですが、
土・日、祝日についてもご相談に応じます。�
  開催場所は飯田市内に限ります。会場の手配
や準備につきましては、申し込まれた皆さんでお
願いいたします。�

　講座を開催する２週間前までに所定の申込書
にて、教育委員会生涯学習課生涯学習振興係
に申し込んでください。（ＦＡＸ可）�
　申込書は、市役所受付、支所、公民館、図
書館の各窓口に用意してあります。�
　また飯田市ホームページ内の「市政ガイド（教
育）」からもダウンロード可能です。�
http://www.city.iida.nagano.jp/guide/annai/482.html�
　なお、担当課の業務や講師となる職員の日程
などの関係で、開催日時などの希望に添えない�
場合がありますので、ご了承ください。�
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伊
良
湖
岬
信
州
を�

ご
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用
く
だ
さ
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伊
良
湖
に
は
「
国
民
宿
舎
伊

良
湖
岬
信
州
」
と
い
う
、
南
信

州
広
域
連
合
が
運
営
し
て
い
る

宿
泊
施
設
が
あ
り
ま
す
。�

　
今
回
は
飯
田
、
下
伊
那
地
区

の
皆
さ
ん
に
、
特
別
プ
ラ
ン
を

ご
用
意
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。�

▼
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月
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日
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日
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除
く
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▼
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泊
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（
大
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料
金
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大
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鯛
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ビ
ス
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※
ご
利
用
は
２
名
様
以
上
の
プ

　
ラ
ン
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す
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リ
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ア
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リ
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ふ
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b
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学
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人
�

▼
応
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官
製
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が
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の
必
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項
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し
、
必
ず
郵
送
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て
ご
応
募
く
だ
さ
い
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○
郵
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号
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２
人
の
氏
名
（
ふ
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別
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▼
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▼
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表
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応
募
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抽
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な
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お
当
選
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の
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は
、
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へ
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乗
会
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７

　
月
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ま
す
。�

▼
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自
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▼
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ま
す
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せ
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品

を
募
集
し
ま
す
。
自
分
の
作
品

を
披
露
し
て
み
ま
せ
ん
か
。�

▼
募
集
期
間
�

　
８
月
２０
日
c
〜
２２
日
e
�

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
１５
分
�

　（
２２
日
の
み
午
後
７
時
ま
で
）�

▼
作
品
募
集
種
目
　
日
本
画
・

　
洋
画
・
工
芸
・
書
道
・
写
真
�

▼
制
限
　
未
発
表
の
も
の
で
、

　
１
種
目
１
作
品
と
し
ま
す
。�

▼
展
示
会
場
・
期
間
�

　
県
民
文
化
会
館
�

　
９
月
１９
日
e
〜
２３
日
b
�

　
松
本
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
�

　
１０
月
３
日
e
〜
７
日
b
�

▼
出
品
料
　
２
、
０
０
０
円
�

▼
申
込
方
法
　
申
込
用
紙
に
記

　
入
し
、
出
品
料
と
作
品
を
直

　
接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。�

※
申
込
用
紙
は
問
合
せ
先
に
用

　
意
し
て
あ
り
ま
す
。�

▼
申
込
先
・
問
合
せ
�

　
県
飯
田
合
同
庁
舎
５
階
�

　
南
信
労
政
事
務
所
飯
田
分
室
�

　
1（
５
３
）
０
４
３
５
�

ナ
イ
ス
シ
ニ
ア
信
州�

美
術
展
作
品�

第
４９
回
長
野
県
勤
労
者�

美
術
展
作
品�

　
市
内
に
居
住
す
る
６０
歳
以
上

の
方
の
趣
味
と
し
て
制
作
し
た

作
品
を
募
集
し
ま
す
。�

▼
募
集
期
間
�

　
８
月
２２
日
e
〜
２３
日
f
�

▼
作
品
募
集
種
目
�

　
絵
画
（
日
本
画
・
洋
画
・
水

　
墨
画
・
版
画
）、
書
、
手
芸
（
編

　
み
物
・
刺
繍
な
ど
）、
工
芸
品

　（
木
彫
・
竹
細
工
な
ど
）、
写

　
真
。
た
だ
し
、
拓
本
は
除
く
�

▼
制
限
　
未
発
表
の
も
の
で
、

　
１
人
１
作
品
�

▼
審
査
会
・
予
備
展
�

　
県
民
文
化
会
館
�

　
８
月
２９
日
e
〜
３１
日
g
�

▼
展
示
会
場
・
期
間
�

　
東
部
町
文
化
会
館
�

　
９
月
１２
日
e
〜
１３
日
f
�

▼
規
格
�

○
絵
画
�

・
１０
号
以
上
３０
号
以
内
�

・
額
縁
を
使
用
す
る
こ
と
�

　（
３
b
以
内
）�

・
軸
装
の
も
の
は
２
１
０
×
５５

　
b
以
内
�

・
版
画
に
つ
い
て
は
１０
号
未
満

　
も
可
�

○
書
�

・
１
〜
１
・
５
g
以
内
�

・
縦
形
式
は
一
辺
２
１
０
b
以
内
�

・
横
形
式
は
一
辺
１
８
１
b
以
内
�

・
重
量
５
o
以
内
�

・
篆
刻
作
品
は
印
影
の
み
の
作

　
品
と
し
３９
×
３０
b
以
内
�

○
手
芸
・
工
芸
品
�

・
大
き
さ
６０
×
９０
b
以
内
�

・
重
量
１５
o

以
内
�

・
平
面
作
品
は
３０
号
以
上
５０
号

　
以
内
（
額
縁
３
b
以
内
）�

・
彫
刻
は
縦
横
１
０
０
b
以
内
�

○
写
真
　
四
つ
切
り
以
上
全
倍

　（
６０
×
９０
b
）
ま
で
の
単
写

　
真
木
製
パ
ネ
ル
仕
立
て
に
し
、

　
ひ
も
を
付
け
る
。�

▼
申
込
方
法
�

　
作
品
展
出
品
カ
ー
ド
を
８
月

　
２
日
f
ま
で
に
高
齢
者
係
ま

　
で
提
出
。
カ
ー
ド
は
、
高
齢

　
者
係
に
用
意
。�

※
作
品
の
返
却
は
長
野
県
長
寿

　
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー
が
行
う
。�

▼
賞
　
知
事
賞
６
点
ほ
か
各
種
賞
。�

▼
問
合
せ
　
介
護
高
齢
課
�

　
高
齢
者
係
　
内
線
５
３
８
２
�

7月の納税�

税目�

納期�

固定資産税（2期）�
国民健康保険税（7月分）�

�

7月31日（水）�

税金は納期限までに�
納 め ま し ょ う �
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●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●�

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●�
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）�（�

南
信
州
ま
ち
づ
く
り�

懇
談
会(

仮
称)

メ
ン
バ
ー�

　
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
な
る

都
市
計
画
法
の
改
正
に
よ
り
、

飯
田
、
松
川
お
よ
び
高
森
な
ど

の
各
都
市
計
画
区
域
ご
と
に
、「
都

市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

の
策
定
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
「
プ
ラ
ン
」
は
、
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
ま
ち
づ
く
り
を

実
現
す
る
う
え
で
指
針
と
な
る

も
の
で
あ
り
、
広
域
的
な
視
点

を
踏
ま
え
た
「
ま
ち
づ
く
り
の

方
針
」
や
「
将
来
の
目
標
」
な

ど
を
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意

見
を
反
映
さ
せ
て
、
総
合
的
に

取
り
ま
と
め
る
も
の
で
す
。�

　
長
野
県
飯
田
建
設
事
務
所
と

飯
田
市
、松
川
町
お
よ
び
高
森

町
で
は
、こ
の「
プ
ラ
ン
」の
策
定

に
向
け
、ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
対

す
る
ご
意
見
を
お
聞
き
す
る
た

め
、さ
ま
ざ
ま
な
方
々
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
懇
談
会
を
開
催
し

ま
す
。ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。�

▼
活
動
期
間
�

　
８
月
〜
来
年
３
月
（
予
定
）�

　
１
回
２
時
間
程
度
で
、
平
日

　
の
昼
間
行
う
予
定
で
す
。�

　（
合
計
４
〜
５
回
）�

▼
懇
談
内
容
　ま
ち
づ
く
り
に
お

　
け
る
現
状
と
課
題
、将
来
像
な
ど
�

▼
募
集
人
員
　
若
干
人
�

▼
募
集
期
間
�

　
７
月
８
日
b
〜
７
月
２２
日
b
�

▼
応
募
方
法
　
住
所
、氏
名
、年

　
齢
、性
別
、職
業
、電
話
番
号

　
を
記
載
の
う
え
、ま
ち
づ
く

　
り
な
ど
に
対
す
る
ご
意
見（
４

　
０
０
字
程
度
・
様
式
自
由
）を

　
添
え
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。�

▼
そ
の
他
�

　
ご
応
募
い
た
だ
い
た
ご
意
見
な

　
ど
を
基
に
選
考
さ
せ
て
い
た

　
だ
き
、
結
果
は
後
日
ご
連
絡

　
し
ま
す
。
な
お
、
出
席
に
係

　
わ
る
報
酬
や
交
通
費
な
ど
の

　
支
給
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

▼
応
募
先
・
問
合
せ
�

○
飯
田
市
役
所
　
建
設
部
�

　
管
理
計
画
課
�

　
〒
３
９
５
―
８
５
０
１
�

　
飯
田
市
大
久
保
町
２
５
３
４
�

　
1（
２
２
）
４
９
１
５
�

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
２
３
）
４
４
１
４
�

○
長
野
県
飯
田
建
設
事
務
所
�

　
管
理
計
画
課
�

　
〒
３
９
５
―
０
０
３
４
�

　
飯
田
市
追
手
町
２
―
６
７
８
�

　
1（
５
３
）
０
４
５
１
�

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
２
４
）
５
４
１
２
�

　
Ｅ
メ
ー
ル
�

�

�

iidaken-som
u@
pref.nagano.jp

�

大学の歯学部歯学科の3～6年次�
または大学院の歯学研究科在学� 12月2日（月）～�

15年1月24日（金）�

8月5日（月）～�
9月6日（金）�
�

8月5日（月）～�
9月6日（金）�
�

9月12日（木）～�
10月11日（金）�
�9月12日（木）～�
10月11日（金）�

9月5日（木）～�
9月9日（月）�

9月12日（木）～�
10月11日（金）�

別示します�

8月5日（月）～�
9月6日（金）�

11月5日（火）～�
15年1月7日（火）�

15年2月2日�

1次　9月16日�
2次　10月2日～8日�

1次　9月21日�
2次　10月12日～17日�
3次　（空自要員）�
　11月10日～12月6日�

1次　10月22日�
2次　11月22日～23日�

1次　11月2日～3日�
2次　12月4日～6日�

9月22日～23日�

1次　11月 9日～10日�
2次　12月10日～13日�

別示します�

9月24日～25日�
�
1次　15年1月11日�
2次　15年1月24日～27日�

高卒（見込含）21歳未満の者�
　推薦については高等学校長の�
　推薦等別途資格が必要です�

高卒（見込含）　21歳未満の者�

18歳以上24歳未満の者�

18歳以上27歳未満の者�

18歳以上27歳未満の者�

18歳以上27歳未満の者�

高卒（見込含）　21歳未満の者�

高卒（見込含）　24歳未満の者�

高卒（見込含）　21歳未満の者�

中卒（見込含）　17歳未満の男子�

貸 費 学 生 �

衛生�

技術�

防衛大学校学生�

2等陸・海・空士�

推薦�

一般�

男子�

女子�

一 般 曹 候 補 学 生 �

曹 候 補 士 �

看 護 学 生 �

航 空 学 生 �

防衛医科大学校学生�

自 衛 隊 生 徒 �

受　験　資　格� 受付期間� 試　験　期　日�募 集 種 目 �

平成14年度  自衛官等募集�

■問合せ　自衛隊長野地方連絡部　飯田出張所　1（22）2613

大学の理学部、工学部の3・4年次
または大学院修士課程在学�



●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●�

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●�

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●�

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●�

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●�

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●�

暴
力
追
放�

ポ
ス
タ
ー
・
標
語�

　
暴
力
団
対
策
法
の
施
行
か
ら

１０
年
目
が
過
ぎ
、
暴
力
団
排
除

気
運
が
高
ま
る
な
か
、
さ
ら
に

意
識
を
高
め
る
た
め
、
暴
力
追

放
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
を
募
集
し

ま
す
。
優
秀
作
品
は
「
第
１２
回

暴
力
追
放
県
民
大
会
」
で
表
彰

さ
れ
ま
す
。�

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
問
合
せ

　
く
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ
　
7
長
野
県
暴
力
追

　
放
県
民
セ
ン
タ
ー
事
務
局
�

　
1
０
２
６（
２
３
５
）２
１
４
０
�

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ�

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
講
習
会�

　
す
べ
て
の
人
が
、
そ
の
ラ
イ

フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
ス
ポ
ー

ツ
に
楽
し
め
る
環
境
づ
く
り
を

目
指
す
た
め
の
、
地
域
に
密
着

し
た
ク
ラ
ブ
「
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
の
理
解
を
深

め
る
と
共
に
、
各
地
区
で
ク
ラ

ブ
づ
く
り
を
推
進
す
る
中
心
的

な
人
材
を
養
成
す
る
た
め
の
講

座
を
開
催
し
ま
す
。�

▼
対
象
者
　
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に

　
興
味
関
心
の
あ
る
方
�

▼
日
時
　
７
月
１６
日
c
〜
�

　
１０
月
１５
日
c
（
月
２
回
）�

　
午
後
７
時
〜
９
時
�

▼
場
所
　
鼎
文
化
セ
ン
タ
ー
�

▼
内
容
�

○
第
１
回
〜
２
回
　
概
論
講
義
�

　
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

　
ブ
の
意
義
と
飯
田
市
の
現
状

　
に
つ
い
て
�

○
第
３
回
〜
７
回
　
育
成
演
習
�

　
仮
想
の
ク
ラ
ブ
づ
く
り
を
通

　
し
て
、
各
地
区
で
の
ク
ラ
ブ

　
づ
く
り
の
方
法
を
探
り
ま
す
�

▼
講
師
　
牧
原
雅
氏（
飯
田
教

　
育
事
務
所
指
導
主
事
）
ほ
か
�

▼
申
込
期
限
　
７
月
１５
日
b
�

▼
参
加
費
　
無
料
�

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。�

▼
申
込
・
問
合
せ
�

　
教
育
委
員
会
　
ス
ポ
ー
ツ
課
�

　
1
（
２
１
）
３
０
０
１
�

▼
対
象
者
�

　
飯
田
、
下
伊
那
地
域
に
居
住

　
す
る
概
ね
６０
歳
ま
で
の
方
で
、

　
全
課
程
を
必
ず
受
講
で
き
、

　
長
期
間
ヘ
ル
パ
ー
や
フ
ァ
ミ

　
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
会

　
員
と
し
て
活
躍
で
き
る
方
。�

▼
募
集
人
員
　
４０
人
�

　（
応
募
者
多
数
の
場
合
抽
選
）�

▼
受
講
料
　
３
万
５
千
円
�

　（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）�

▼
研
修
場
所
�

　
さ
ん
と
ぴ
あ
飯
田
�

　
飯
田
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
�

▼
取
得
資
格
�

　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
課
程

　
修
了
証
書
を
交
付
�

▼
申
込
方
法
�

　
受
講
申
込
書
に
必
要
事
項
を

　
ご
記
入
の
上
、
郵
送
又
は
持

　
参
し
て
く
だ
さ
い
。�

※
申
込
書
は
さ
ん
と
ぴ
あ
飯
田
、

　
市
役
所
本
庁
、
り
ん
ご
庁
舎
、

　
各
支
所
、
町
村
社
協
に
用
意
。�

▼
申
込
締
切
�

　
７
月
１９
日
f
　
午
後
５
時
�

※
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効
�

▼
受
講
の
可
否
�

　
応
募
者
に
別
途
通
知
し
ま
す
。�

▼
応
募
先
・
問
合
せ
�

　
〒
３
９
５
―
０
０
２
４
�

　
飯
田
市
東
栄
町
３
１
０
８
―
１
�

　
さ
ん
と
ぴ
あ
飯
田
内
�

　
社
会
福
祉
協
議
会
�

　
地
域
福
祉
係
�

　
1
（
５
３
）
３
１
８
０
�

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
座�

2
級
課
程（
第
2
回
目
）�

ホームヘルパー養成講座（2級課程）カリキュラム�

開講式、オリエンテーション�
福祉理念とケアサービスの意義�
サービス提供の基本視点�

8月24日（土）�

開 催 日� 時　　間� 内　　　　　容�

8月25日（日）�

8月31日（土）�

9月 1日（日）�

9月 7日（土）�

9月14日（土）�

9月21日（土）�

9月22日（日）�

9月28日（土）�

9月29日（日）�

10月 5日（土）�

10月 6日（日）�

10月12日（土）�

10月18日（金）�

10月19日（土）�

10月20日（日）�

10月26日（土）�

10月27日（日）�

11月 5日（火）�

11月29日（金）�

12月1日（日）�

11月 2日（土）�

老人福祉の制度とサービス�
障害者（児）福祉制度とサービス�

家事援助の方法、相談援助とケア計画の方法�

ホームヘルプサービス概論�
ホームヘルプサービスの職業倫理�
高齢者・障害者の心理�
高齢者・障害者等の家庭の理解�
在宅看護の基礎知識�
住宅・福祉用具に関する知識�

救急法（10/19と分かれて実施）�

救急法（10/18と分かれて実施）�

模擬同行訪問�

介護技術講習（食事の介護）�
介護技術講習（排泄・尿失禁の介護）�

介護技術講習（寝具の整え方・体位・じょくそう）�
介護技術講習（入浴介助）�

介護技術講習（衣類の着脱）�
介護技術講習（身体の清潔）�

介護技術講習（寝具・車椅子へのトランスファ、車椅子での移動）�
介護技術講習（肢体不自由者の歩行）�
介護技術講習（視覚障害者の介護）�
介護技術講習（緊急時の対応・腰痛予防・介護者の健康管理）�

医学の基礎知識、閉講式（修了証授与）、懇親会�

・介護施設実習（1人当たり16時間）�
・デイサービスセンター見学（1人当たり8時間）�
・ホームヘルパーとの同行訪問（1人当たり4時間）�

介護概論、介護事例検討�

リハビリテーション医療の基礎知識�
障害・疾病の理解1
レクリエーション体験学習�
障害・疾病の理解2

ケア計画の作成と記録、報告の技術�

家事援助の方法（高齢者の食生活）�
共感的理解と基本的態度の形成�

〜
�

9:00～16:30

9:00～16:00

9:00～15:00

9:00～16:00

9:00～17:00

10:00～17:00

10:00～17:00

10:00～16:00

10:00～17:00

9:00～17:00

8:45～17:15

8:45～17:15

10:00～16:00

10:00～16:00

9:00～17:00

10:00～16:00

10:00～16:00

10:00～16:00

13:00～17:00

8:30～17:15

9:00～12:30

動物園の�
休園日�

■問合せ 動物園�
22-0416

7月 1日b◆ 8日b�
　◆15日b◆22日b�
　◆24日d◆29日b

た
だ
し
�
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育児・介護の「援助を受けたい方」と「援助を行いたい方」との�

相互援助活動を行う、ボランティアの会員組織です。�

互いに支えたり、支えられたりしながら、できることから始めて�

みませんか。�

依頼会員　協力会員　随時募集中！�依頼会員　協力会員　随時募集中！�

仕事と家庭の両立支援�

☆生後3ヵ月から12歳までの児童が対象です��
●保育施設までの子どもの送迎�
●保育施設の開始前や終了後の子どもの預かり�
●春休み、夏休みなどの子どもの預かり�
●子どもが軽度の病気の時の預かり　など�

■申し込み・問合せ　飯田市ファミリーサポートセンター（飯田市社会福祉協議会内）�
                           　 〒395-0024　飯田市東栄町3108-1　さんとぴあ2Ｆ�
　                        　 153-3181　ＦＡＸ 53-3183　Ｅメール：shakyou@iidanet.or.jp

☆概ね65歳以上の方が対象です��
●病人の世話�
●話し相手�
●洗濯・掃除などの援助�
●外出や病院の付き添い　など�

杉山さん「安心して仕事ができます。」�

米澤さん「私は自称、航基くんのセカンドママ！」�

　　　　「笑顔がとってもかわいい航ちゃん。�

　　　　　そろそろ歩きだしそうですね！」�

育児の援助活動� 介護の援助活動�

写真右　協力会員・米澤さんと杉山航基くん�
写真左　依頼会員・杉山さん�

〈会員さんの声〉�

食事介助中です�

料金表�
利用日�

月～土曜日�

�

日曜日�
祝　日�
年末年始�

利用時間�

7:00～20:00�

上記以外�

�

終　日�

金　　額�

1時間当たり600円�

1時間当たり700円�

�

1時間当たり700円�

☆交通費別途必要です�
☆入会金不要�
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下
水
道
排
水
設
備
工
事�

責
任
技
術
者
受
験
講
習
・
試
験�

　
7
長
野
県
下
水
道
公
社
に
よ

る
平
成
１４
年
度
下
水
道
排
水
設

備
工
事
責
任
技
術
者
の
受
験
講

習
と
試
験
が
行
わ
れ
ま
す
。�

▼
受
験
講
習
�

○
日
時
　
９
月
２６
日
e
�

　
午
後
０
時
３０
分
か
ら
受
付
�

○
会
場
　
伊
那
文
化
会
館
�

○
受
講
手
数
料
　
五
千
円
�

　（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）�

▼
責
任
技
術
者
試
験
�

○
日
時
　
１０
月
１９
日
g
�

　
午
後
１
時
か
ら
受
付
�

○
会
場
　
信
州
大
学
農
学
部
�

○
試
験
手
数
料
　
五
千
円
�

▼
受
験
資
格
�

　
年
齢
満
２０
歳
以
上
で
、
次
の

　
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
�

○
高
等
学
校
等
の
土
木
工
学
科

　
等
を
卒
業
し
て
、
排
水
設
備

　
工
事
等
の
設
計
・
施
工
に
関

　
し
１
年
以
上
の
実
務
経
験
を

　
有
す
る
者
�

○
高
等
学
校
等
を
卒
業
し
て
、

　
排
水
設
備
工
事
等
の
設
計
・

　
施
工
に
関
し
２
年
以
上
の
実

　
務
経
験
を
有
す
る
者
�

○
排
水
設
備
工
事
等
の
設
計
・

　
施
工
に
関
し
３
年
以
上
の
実

　
務
経
験
を
有
す
る
者
�

▼
申
込
書
類
�

　
下
水
道
課
に
あ
り
ま
す
�

▼
申
込
期
間
�

　
７
月
２９
日
b
〜
８
月
９
日
f
�

　（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）�

▼
申
込
・
問
合
せ
�

　
下
水
道
課
　
内
線
５
２
８
８
�

　
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
が
叫

ば
れ
て
い
る
中
、
バ
イ
オ
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
木
質
ペ
レ
ッ
ト
に
つ

い
て
研
究
会
を
開
催
し
ま
す
。�

　
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。�

※
連
続
研
究
会
と
し
た
い
た
め
、

　
企
画
・
運
営
・
実
施
に
関
わ

　
る
実
行
委
員
の
方
も
合
わ
せ

　
て
募
集
し
て
い
ま
す
。�

▼
日
時
　
７
月
２３
日
c
�

　
午
後
７
時
〜
９
時
�

▼
場
所
　
り
ん
ご
庁
舎
３
階
�

　
会
議
室
１
・
２
�

▼
内
容
�

○
平
成
１３
年
度
「
庁
内
バ
イ
オ

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
会
」
の
報
告
�

○
木
質
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
現

　
状
と
課
題
に
つ
い
て
講
演
会
�

▼
講
師
　
小
池
浩
一
郎
先
生
�

　（
島
根
大
学
教
授
）�

▼
そ
の
他
　
今
回
の
研
究
会
の

　
み
事
務
局
で
企
画
さ
せ
て
い

　
た
だ
き
ま
し
た
。�

▼
申
込
先
・
問
合
せ
�

　
環
境
保
全
課
�

　
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
担
当
�

　
内
線
５
２
４
５
�

い
い
だ
木
質
バ
イ
オ�

エ
ネ
ル
ギ
ー
公
開
研
究
会�

夏
休
み
お
さ
ら
い
教
室�

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
開

催
し
、
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。�

▼
対
象
・
定
員
�

　
小
学
生
１
〜
６
年
生
�

　
中
学
生
１
〜
３
年
生
�

※
各
学
年
１
ク
ラ
ス
少
人
数
制
。

　
申
込
人
数
に
よ
っ
て
２
ク
ラ

　
ス
に
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。�

▼
学
習
日
時
�

　
７
月
２８
日
a
〜
８
月
９
日
f

　
ま
で
の
う
ち
６
日
間
�

　
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
�

　
午
後
０
時
３０
分
〜
３
時
３０
分
�

※
詳
し
い
時
間
割
は
、
人
数
調

　
整
後
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

▼
会
場
�

　
上
郷
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ

　
ザ
（
市
役
所
上
郷
支
所
隣
）�

▼
費
用
（
6
日
分
）・
科
目
�

○
小
学
生
　
４
、
５
０
０
円
�

　
国
語
・
算
数
�

○
中
学
生
　
６
、
５
０
０
円
�

　
国
語
・
数
学
・
英
語
�

▼
申
込
期
限
　
７
月
１９
日
f
�

▼
申
込
方
法
　
シ
ル
バ
ー
人
材

　
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
鼎
支
所

　
内
）
に
て
、
所
定
の
用
紙
に

　
記
入
の
う
え
、
費
用
を
添
え

　
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ
�

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
�

　
1（
２
２
）
８
６
９
０
�

▼
対
象
�

　
お
お
む
ね
６０
歳
以
上
の
人
�

▼
定
員
　
２５
人
�

▼
内
容
　
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
・
ワ

　
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
・
イ
ン
タ

　
ー
ネ
ッ
ト
の
基
礎
�

▼
期
間
�

　
８
月
１０
日
g
〜
１１
月
の
毎
週

　
土
曜
日
（
全
１６
回
）�

▼
時
間
　
午
前
１０
時
〜
正
午
�

▼
場
所
　
飯
田
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

　
専
門
学
校
（
松
尾
明
）�

▼
受
講
料
�

　
１
万
６
千
円
�

　（
テ
キ
ス
ト
代
別
）�

▼
申
込
方
法
�

　
７
月
１９
日
f
ま
で
に
電
話
で

　
申
込
（
申
込
者
多
数
の
場
合

　
抽
選
）�

▼
申
込
・
問
合
せ
�

　
介
護
高
齢
課
　
高
齢
者
係
　

　
内
線
５
３
８
２
�

シ
ル
バ
ー�

パ
ソ
コ
ン
教
室�

　
ス
パ
ゲ
テ
ィ
作
り
の
特
別
教

養
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
数
々

の
お
い
し
い
ス
パ
ゲ
テ
ィ
作
り

の
実
習
が
楽
し
め
ま
す
。�

▼
対
象
　
市
内
に
住
ん
で
い
る

　
か
、
市
内
に
勤
務
す
る
３０
歳

　
ま
で
の
方
�

▼
日
時
　
７
月
２２
日
b
�

　
午
後
７
時
〜
９
時
３０
分
�

▼
講
師
　
木
下
領
　
先
生
�

　（
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン

　
ソ
ッ
ト
オ
ー
リ
オ
店
長
）�

▼
材
料
費
　
１
、
５
０
０
円
�

　（
事
前
に
納
入
）�

▼
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
�

▼
定
員
　
１６
人
�

▼
受
付
時
間
�

○
平
日
�

　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
９
時
�

○
日
・
祝
日
�

　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
�

▼
申
込
方
法
�

　
直
接
来
館
す
る
か
電
話
予
約
�

▼
申
込
受
付
・
問
合
せ
�

　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
�

　
1（
２
３
）
５
５
７
１
�

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム�

特
別
教
養
講
座�
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▼
訓
練
科
目
�

○
１
級
技
能
士
コ
ー
ス
８
科
�

○
２
級
技
能
士
コ
ー
ス
２３
科
�

▼
受
験
資
格
�

○
１
級
　
受
講
科
目
に
関
す
る

　
一
定
の
実
務
経
験
年
数
が
必

　
要
（
資
格
審
査
あ
り
）�

○
２
級
　
実
務
経
験
の
あ
る
方

　
な
ら
ど
な
た
で
も
�

▼
受
講
期
間
　
標
準
１
年
�

▼
特
典
　
修
了
者
に
は
、
終
了

　
し
た
訓
練
科
の
技
能
検
定
職

　
種
の
学
科
が
免
除
さ
れ
ま
す
。�

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

　
だ
さ
い
。�

▼
申
込
・
問
合
せ
　
松
本
職
業

　
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー
�

　
1
０
２
６
３（
５
８
）２
９
０
５
�

1
級
・
2
級
技
能
士�

通
信
講
座�

　
育
児
・
介
護
等
に
よ
り
仕
事

を
中
断
し
た
あ
と
、
再
就
職
を

希
望
し
、
そ
れ
に
向
け
て
準
備

し
て
い
る
方
を
対
象
に
、
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。�

▼
日
時
�

○
７
月
２３
日
c
�

　
午
後
１
時
〜
４
時
�

○
７
月
２４
日
d
�

　
午
前
９
時
３０
分
〜
�

　
午
後
０
時
３０
分
�

▼
会
場
�

　
諏
訪
市
働
く
婦
人
の
家
�

　
1
０
２
６
６（
５
８
）５
２
９
８
�

▼
講
義
内
容
�

○
税
金
、
社
会
保
険
、
年
金
に

　
つ
い
て
�

○
「
子
育
て
の
今
だ
か
ら
、
新

　
し
い
自
分
を
考
え
る
」�

　
講
師
　
伊
藤
か
お
る
氏
�

○
諏
訪
市
の
保
育
・
託
児
情
報
�

▼
定
員
　
２０
人
�

　
託
児
あ
り
　（
１
歳
〜
就
学

　
前
の
子
ど
も
に
限
る
）�

▼
申
込
期
限
　
７
月
１６
日
c
�

▼
申
込
先
・
問
合
せ
�

　
7
２１
世
紀
職
業
財
団
長
野
事

　
務
所
�

　
1
０
２
６（
２
２
３
）４
５
２
１
�

再
就
職
の
た
め
の�

ワ
ー
ク
セ
ミ
ナ
ー�

総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー�

　
労
働
問
題
に
関
す
る
、
あ
ら

ゆ
る
分
野
の
ご
相
談
を
、
専
門

の
相
談
員
が
電
話
あ
る
い
は
面

談
で
お
受
け
し
て
お
り
ま
す
。�

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
さ
い
。�

▼
相
談
・
問
合
せ
　
松
本
総
合

　
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
�

　（
松
本
労
働
基
準
監
督
署
内
）�

　
1
０
２
６
３（
４
８
）５
６
９
３
�

　
警
察
で
は
、
年
間
を
通
じ
て

身
内
の
方
な
ど
の
行
方
が
わ
か

ら
な
く
、
お
困
り
の
方
か
ら
の

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。�

　
さ
ら
に
、８
月
は「
行
方
不
明

の
人
を
捜
す
相
談
所
」
を
開
設

し
て
、相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。�

▼
相
談
日
時
・
場
所
�

○
常
設
相
談
�

　
８
月
１
日
e
〜
３１
日
g
�

　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
�

　（
土
・
日
を
除
く
）�

　
県
警
本
部
鑑
識
課
�

　（
長
野
市
松
代
町
）�

　
1
０
２
６（
２
７
８
）９
５
０
０
�

○
出
張
相
談
�

　
８
月
１
日
e
�

　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
４
時
�

　
飯
田
警
察
署
�

※
事
前
に
電
話
で
ご
連
絡
を
お

　
願
い
し
ま
す
。�

▼
問
合
せ
�

　
飯
田
警
察
署
　
鑑
識
係
�

　
1（
２
２
）
０
１
１
０
�

行
方
不
明
の
人
を
捜
す�

相
談
所�

�

市民の皆さんのご意見
ご相談をいつでもお受
けします。�

市長の留守番電話�

相談は無料、秘密は厳守お気軽にご相談ください�各種相談所�
場　所�相談名� 日　時� 問合せ先� 場　所�相談名� 日　時� 問合せ先�

心配ご
と相 談 �

法 律 相 談 �
（現在係争中のものは除く）�

結 婚 相 談 �

行 政 相 談 �

交 通 相 談 �

教 育 相 談 �

か け こ み�
教 育 相 談 �

家庭児童相談�
（電話でも可）�

電 話 乳 幼 児 �
育 児 相 談 �

子 育 て 相 談 �

痴 ほう 相 談 �

悩 み ご と�

婦人相談員
の専門相談�

法 律 相 談 �
（予約制電話にて）�

障害者並びに�
ご家族の相談�

特別�

一般�

毎週火曜日�
１３:００～１５:００�
受付１５:００まで�
７月５日（金）�
７月１９日（金）�
１３：３０～１５：３０�
７月１２日（金）�
１３:００～１７:００�

７月８日（月）�
７月１８日（木）�
７月２８日（日）�
１３:３０～１６:３０�
受付１５:００まで�

ボランティア�
相 談 �

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�
７月９日（火）�
１３:００～１６:００�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

毎週木曜日�
９:００～１１:３０�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�
毎週土曜日�
９:００～１４:００�

毎週月～土曜日�
９：００～１７：４５�

７月９日（火）�
１３:３０～１６:００�

毎週月～金曜日�
９：００～１７:００�

７月１０日（水）�
１３：３０～１７：0０� 男女共同参画課�

内線５３５１�

児童課 内線５３４７�

りんご庁舎３階�
男女共同参画７月１６日（火）�

１３：３０～１６：３０�

さんとぴあ飯田�
（福祉会館・東栄町）�
�
※法律相談は
予約制、電話で
申し込んでくだ
さい。�

※結婚相談は
本人の相談を
原則とします。
写真１枚必要
です。�

りんご庁舎３Ｆ�

教 育 委 員 会 �
（上郷庁舎２階）�

飯 田 市 �
福 祉 事 務 所 �

飯 田 市 �
福 祉 事 務 所 �

専 用 電 話 �

飯田中央保育園�
（地域子育支援センター）�

市保健センター�
※予約制（市役所隣）�

さんとぴあ飯田�
（福祉会館１Ｆ・東栄町）�

社 会 福 祉 �
協 議 会 �
1５３-３１８０�

庶 務 課 �
内線  ２１１１�

毎週月～金曜日�
９：００～１７：００�

教 育 委 員 会 �
1５３-４５４５�
専用電話�
1５３-８７３０�
FAX５３-８７３０�

家庭児童相談室�
1２２-４５１１内線５３４４�

1５２-０６３３�

飯田中央保育園�
1２２-４１３３�

保 健 課 �
内線  ５５１４�

ハーネット・いいだ
1５６-４４７４�

交通防災課1２２-４５１１内線２４３５�
電話相談、予約制にて個別面談可�

女
性
の
た
め
の
相
談�



いいだ人形劇フェスタ�
2002

いいだ人形劇フェスタ�
2002

●
美
術
博
物
館
�

1（
2
2
）8
1
1
8

美
博
だ
よ
り�
文
化
ガ
イ
ド�

●
飯
田
文
化
会
館
�

1（
2
3
）3
5
5
2

国内外から300劇団が参加する、日本最大の人形劇の祭典。�

参加証ワッペン（700円）は飯田文化会館・各公民館などで、

有料公演チケット(チケット代金は公演により異なります)は飯

田文化会館で発売中です。(ワッペン・チケットは3歳から必要)�

今年のワッペンには、いろいろな特典がつきます。詳しくは7

月下旬発行の公式ガイドブックをご覧ください｡�

神の峰城跡�
（かんのみねじょうせき）�

上久堅8166-3　他3筆　飯田市指定文化財（史跡）�
中世末期、知久氏によって整備された典型的山城。�
武田氏により滅ぼされ、後世知久氏末えいによる「述懐」
の石刻文は往時をしのばせてくれる。�

●開館時間 午前9時半～午後5時（入館は4時半まで）�

●休 館 日 毎週月曜日（祝日の場合は翌日）�

●観 覧 料 一般310円（210円）、高校生200円（150円）、�

 小中学生100円（80円）※（ ）内は20人以上の団体�

「化石芸術」�

展示期間�

第１４回アフィニス夏の音楽祭�第１４回アフィニス夏の音楽祭�

7月13日（土）～9月8日（日）

ジュラ紀の怪物、タッツェブルム�
（無脊椎動物が掘ったトンネルの跡）�

〈特別展示〉　―生痕化石は語る―�

8月1日　～4日　　市内全域約90会場�

8月13日　～20日　 飯田文化会館ほか�
○公開セミナー　8/18（日）を除く毎日。�

　1日券500円、パス券1,000円�

○演奏会［1］　8/17　　飯田文化会館　18:30開演�

　一般2,000円/学生1,000円�

○あいうえ音楽館�

　・公開リハーサル　8/18　　飯田文化会館�

　　10:30開演　入場無料�

　・演奏会　8/18　　飯田文化会館　13:30開演�

　　入場無料（対象:小中学生及び付き添いの保護者。）�

○くつろぎコンサート�

　・8/18　　竜丘公民館　 17:00開演　入場無料�

　・8/19　　飯田病院ロビー　18:30開演　入場無料�

○演奏会［2］　8/20　　飯田市公民館　18:30開演�

　一般2,000円/学生1,000円�

※公開セミナー、演奏会［1］［2］のチケット及びあいう

　え音楽館公開リハーサルの入場整理券は飯田文化会

　館ほかプレイガイドで取り扱っています｡�

　生痕化石とは、過去十数億年にわたって古生物が残した生活
や行動の痕跡が地層の表面に残ったものです。人々に造形的な
美しさと、無限の想像性を与えてくれます。展示では、ドイツ・チュ
ービンゲン大学名誉教授のザイラッハー氏が世界中から集めた
同大学地質学研究所の化石コレクションを紹介します。併せて伊
那谷関係の化石も展示します。観覧者が、古生物学に親しみを持
ち、生物進化の謎を考える良い機会となれば幸いです。�
※７月上旬より美博の展示期間中、りんご庁舎オープン１周年記念イベントとし
　て、りんご庁舎２階市民サロンでも化石芸術展に関連した展示を行います。�

む せきつい�

こん　せき�

せい　こん�


